
 

 

 

 

 

 

 

 
【主な特徴】 

① 英作はウェイト低下（4題 16点→2題 10点）、読解はウェイト増加（10題 40点→9題 45点） 

② 英作と読解で計 3題減り時間的余裕増、問 2〜4 も基礎的で全体の難易度は大幅に低下。 

 

【新中２・新中３生へ】 

入試と言っても特別なテクニックは必要ありません。記述問題では、中学校で学習する基本的な表現を

状況に合わせて活用する力が問われています。読解問題でも英文を正確に読む力が求められています。

文法問題も教科書に登場する基本例文のレベルです。ただ、長文は訓練をしないと読めるようになりま

せん。塾の授業で長文に慣れるようにしていきましょう。 

【出題形式】 
問１：リスニング 
→形式は前回と同じ。 
 

問２：空欄補充（単語） 
→昨年に引き続き日本語ガイドなし。昨年より入れる語の

見当はつきやすく語も平易（bought / would / thirsty）。 
 

問３：適語（語句）選択 
→最上級、be動詞の疑問文、stopの目的語、過去形の４題。

いずれも現中 2でも解ける基礎的な問題。（下に掲載） 
 

問４：整序英作文 
→分詞、接続詞、関係代名詞、不定詞の副詞的用法の４題

で分詞は 2年連続の出題。(イ)は it was youが作れるかど

うかがカギで、他の 3題は特に悩む箇所はなく易しい。 

 

次の(ア)〜(エ)の文の（  ）内に入れるのに最も適するものを、あとの 1〜4 の中からそれぞれ一つずつ選び、その番号を答え

なさい。 

 
(ア) Mt. Fuji is (      ) of all the mountains in Japan. 
 1. high  2. as high as 3. higher  4. the highest  
 
(イ) (      ) English a language spoken in Australia? 
 1. Is  2. Has  3. Does  4. Are 
 
(ウ) I went shopping because it stopped (      ). 
 1. rains 2. rained  3. raining 4. rainy 
 
(エ) I (      ) my homework last night. 
 1. finish 2. finished 3. am finishing 4. have finished 
 

《解答》(ア)4  (イ)1  (ウ)3  (エ)2  

問５：条件英作文 
→直後の”Five times”より、「あなたは何回鎌倉に行ったこ

とがありますか」という英文だと分かれば易しい。 
 
問６：イラスト英作文 
→直後の”No, I don’t.”より、Do you から始まる疑問文が

入る。条件が「whatを含めること」なので間接疑問文にしなけ

ればならない。難問。 
 
問７：資料活用読解 
→昨年同様スピーチ文の読解。表の内容と脱文挿入は平易。 
 
問８：図表読解 
→(ア)は雨温図、(イ)はメール、(ウ)は料金表の読解。(ウ)は

落ち着いて計算しないと間違えるので注意。 
 

問９：対話文読解 
→脱文挿入 2題、内容一致 1題。時間さえあれば解くのは容易。 


